
第１４５回福島県新型コロナウイルス感染症対策本部員会議 

 

１ 日時 令和４年８月４日（木）１６：３０～１６：４４ 

２ 場所 危機管理センター災害対策本部会議室（ペーパーレス会議） 

３ 議事 

（１）新型コロナウイルス感染者の状況等について 

（保健福祉部長） 

５ページ、資料１をお願いいたします。 

【資料１】 

昨日（３日）の新規陽性者数は２，０１０人でした。 

過去最多となった一昨日の２，０６３人は下回りましたが、これまでで２番目に多い新

規陽性者数となり、二日続けて２，０００人を超えました。 

次に、４ページ。 

８月３日現在の療養者の状況です。入院者が３７０人、うち重症者が２人となっていま

す。 

入院者数は、先月１９日以降、３００人を上回っております。 

療養者数は、合計で１５，４５３人となり、先月２０日以降、１５日続けて過去最多を

更新し続けております。 

また、自宅療養者数１４，７１０人も過去最多となります。 

即応病床数については、現在の感染拡大状況を踏まえ、通常時最大の７４９床への調整

作業を行っているところですが、本日時点で、これまでの７２８床から１７床増の７４５

床となっております。 

なお、残りの４床についてですが、即応病床への切り替えを進めている医療機関におい

て、陽性者及び濃厚接触者となった医療従事者が多数生じていたことから、即応化に時間

を要しているところであります。 

引き続き調整を続けてまいります。 

次に、６ページ。 

人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数は６０２．１９人（３日現在）。これまで

で最多となっております。 

次に、８ページ。  

病床使用率は４９．４％（３日現在）。レベル３の基準である５０％を下回っているも



のの、引き続き高い水準で推移しております。 

次に、１０ページ。 

人口１０万人当たりの療養者数は、８４２．９７人（３日現在）。こちらも過去最多を

更新しております。 

次に、１２ページ。 

保健所所在市における、人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数です。 

白河市が９００人を超えているほか、郡山市、須賀川市、いわき市、福島市が６００人

を超えており、すべての市で４００人を上回っております。 

次に、１３ページ。 

保健所所在市を除く各市における、人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数です。 

二本松市が７００人を超えているほか、本宮市が再び６００人に近づいており、他の各

市においても４００人を超えております。 

次に、１４ページ。 

モニタリング指標です。 

「入院率」（２．４％）、「人口１０万人当たりの療養者数」（８４２．９７人）、 

「ＰＣＲ陽性率」（４２．５％）、 

「人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数」（６０２．１９人）が、レベル３、 

「病床の使用率」（４９．４％）が、レベル２、 

 「重症者用の病床使用率」（４．４％）、が、レベル１となっております。 

次に、１６ページ、資料３。 

医療機関以外での検査について、ご説明いたします。 

濃厚接触者や有症状者の方のうち、重症化リスクが低い方については、検査キット配布

センターにお申込いただくことによりまして、検査キットをお送りいたします。 

現在、１日あたり３，０００キットに増やして対応をしております。 

また、症状の無い方については、県内２０７カ所の薬局などの検査実施場所において、

無料の検査が受けられます。 

加えて、明後日６日より１６日まで、ＪＲ福島駅、郡山駅に臨時の検査拠点を開設いた

します。 

こうした検査をぜひご活用いただきますようお願いいたします。 

説明は、以上です。 



 

（２）新型コロナワクチンの接種状況等について 

 （病院局長） 

１７ページ、資料４をご覧ください。 

【資料４】 

１ 接種実績につきましては、８月３日時点で、３回目接種の回数が、 

１，３００，０６３回、全人口に対する接種率は６９．８％となっており、４回目の

接種回数は２２３，６４３回となっております。 

また、５歳以上１１歳以下の小児の接種率は、１回目が３９．６％、２回目が３６．

８％となっております。 

次に資料下段、３回目接種の年齢階級別接種率をご覧ください。本県は、８０歳台を

除いて、全国を上回っている状況にありますが、若い世代の接種率は、高齢者層と比べ、

相対的に低い数値となっております。 

次ページをご覧ください。 

現在、感染者の状況や医療提供体制への負荷は、非常に厳しいものとなっていること

から、更なるワクチン接種を促進するため、明後日の土曜日に新聞広告により１回目か

ら４回目接種及び小児接種の呼びかけをいたします。また、来週９日から、印象に残る

イラストのバナーを用いて、ＳＮＳにより若い世代や小児接種の対象となる親御さん世

代に向けてワクチン接種を呼びかけてまいります。 

次ページをご覧ください。 

県といたしましても、ワクチン接種を促進するため、7月に続き8月も県内４地域に

おいて、ノババックス社ワクチンを用いた１回目～３回目接種を実施しております。 

なお、郡山市における実施分につきましては、既に予約が定員に達したことから、３

０人分の予約枠を追加することといたしました。 

追加分につきましては、明日８月５日午前９時から県コールセンター及び県ホームペ

ージで予約受付を開始いたします。 

引き続き、市町村と連携し、ワクチン接種の推進にしっかりと取り組んでまいります。 

説明は以上です。 

 

 

 



（３）その他 

（金光教授） 

ほんの１か月くらい前は１日の陽性者数が８５人だったものが、今はもう２，０００人

オーバーということで、私にとっては目がくらむような数字であります。 

皆さんお元気であればまだいいですが、皆さんに知っていただきたいのは、３７０人も

の大勢の方が実際に入院をされているということを忘れてはならないと思いますし、ま

た、中には重症の方も４．４％と、じわじわと増えてきております。 

また、これから帰省される方、あるいはお祭り、あるいはお盆で集まるような機会もふ

えてくると思います。 

２つだけお願いをさせていただきたいのは、この感染症、エアロゾル感染が感染経路の

主なものということですので、マスクを外すタイミングが非常に危険であるということ。

そして、多くの人が集まるときには、換気を十分にしていただかないと、気を緩めるとこ

こで感染してしまうことをしっかりと覚えていただければと思います。 

 

 （知事） 

はじめに、急速な感染拡大が続く中、県民の皆さんの命と健康を守るため、感染症対策

や医療の現場で一生懸命御努力され続けていただいている医療関係者の皆さんに、心から

敬意と感謝の意を表します。 

また、感染拡大防止のため、長期にわたり、様々な御協力をいただいている、県民の皆

さん、事業者の皆さんに心から御礼を申し上げます。 

 

全国では、昨日、１日当たりの新規陽性者数が、これまでで最多となる２４万９千人を

超え、２４道府県において過去最多を更新するなど、感染の急激な拡大が続いています。 

福島県においても、一昨日（２日）、これまでで最多となる２，０６３人の新規陽性者を

確認したほか、昨日（３日）も２，０１０人の感染が確認され、２日続けて２，０００人

を超えており、感染が急拡大しています。 

 

また、７月のクラスターの発生件数は、過去最多の１１９件となり、６月に比較して３

倍以上となりました。特に、７月に入ってから、これまで多かった児童施設や学校だけで

なく、高齢者施設や医療機関など、あらゆる場面でクラスターが発生しています。 

 



このように、新規陽性者数が大幅に増えることで、外来・入院の負担が増加するととも

に、院内感染や、家庭内感染によって医療スタッフが出勤できなくなる事例が増え、コロ

ナ医療はもとより一般医療や救急医療の現場の負担が増し、必要な医療が受けられなくな

るおそれもあります。 

このため、県民の皆様には、「医療を守る対策の強化」と「感染拡大警報の取組強化」に

対する御協力をお願いします。 

「医療を守る対策の強化」として、まず、医療機関の適正な利用をお願いします。緊急

の場合を除き、通常の診療時間内に受診してください。 

また、検査のためだけの受診を控え、福島県新型コロナ検査キット配布センターや、無

料検査制度等を御活用ください。 

次に、医療従事者やお子さんのワクチン接種の推進です。 

ワクチンの４回目接種については、医療従事者等も接種の対象となりましたので、速や

かな接種をお願いします。 

また、お子さんを通じた家庭内感染や濃厚接触者となったことで出勤できない医療スタ

ッフも増えています。お子さんのワクチン接種につきましても、御家庭内で話し合うなど、

是非御検討をお願いします。 

 

これ以上、医療の負荷を増大させないためにも、改めて、県民の皆さんにおかれては、

先般（７月２０日）発出した「福島県感染拡大警報」における８つの対策について、熱中

症にも注意しながら取り組んでいただくようお願いします。 

特に、これからお盆の時期を迎え、帰省等で移動する機会が増えてきます。移動先の感

染情報を把握し、特に混雑する場所や感染リスクの高い場所へ行く際には十分注意してく

ださい。 

移動する際には、移動中の感染リスクにも注意を払う必要があります。特に、密室とな

る車内で複数の人と移動する際には、マスクを正しく着用したり、換気を行うなど、基本

的対策を徹底するようお願いします。 

また、無症状で感染を広げないよう、無料検査を積極的に活用してください。 

 

県内全域でこれまでにないほどの勢いで感染が拡大しており、医療体制への負荷が高ま

っています。 

こうした状況において、地域医療を守ることは、私たち自身と大切な方の命と健康を守



ることにつながります。県民の皆さんお一人お一人が強い危機意識を持って「医療を守る

対策の強化」と「福島県感染拡大警報の取組強化」に取り組んでいただくことが重要です。 

県民の皆さんの御協力をよろしくお願いします。 

各部局、各地方本部、各保健所においては、常に危機感と緊張感を持って、県民の皆さ

んの命と健康を守るため、迅速・的確に対応を進めてください。 

  

 


